
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

感染予防のために・・・ 

１ マスク・手洗い・アルコール消毒有効！ 

２ 診断されたら、処方された抗生剤は飲み切る。解熱して咳が落ち着いてから登校する。 

＜よく使用される診断基準（臨床的に診断）＞ 

１ ３９～４０℃の高熱が続き、たんがからまない咳が続く 

２ レントゲンで肺に炎症（白い影） 

３ 患者の年齢が若い・幼い 

※喀痰検査は、１週間程度かかるのでやらない 

  東京都で、いまだか

つてない大流行！！ 

大人のためのほけんだより 臨時号       ２０２４．１０．１８ 

学校内科医 横山先生に教えていただきました。参考にしてください。 


